
災害の発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持及
び河川環境の整備と保全の観点から河川が有する多面的機能を十分
に発揮できるよう地域住民や関係機関と連携しながら適切に行う。

河床維持、生物の生息生育環境の観点から、適切な河道管理を行う。

河川管理施設の巡視、点検、補修を行い、良好な状態に維持するとと
もに、これらの施設を管理するにあたって操作の確実性を確保しつつ
高度化、効率化を図る。

河道内の樹木については、その治水及び環境上の機能や影響を配慮
したうえで適正に管理する。

天塩川は地形的に狭窄部を多く抱えており、これらの区間における交
通障害発生時にも、迅速な河川情報が収集提供できるように努める。

河川に関する情報を流域住民等に幅広く提供、共有することにより、
河川愛護意識の醸成、環境教育の支援や川を軸とした地域づくりの
活動との連携支援を推進する。

基本方針

エ．河川の維持管理
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